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漂流物拾得(広告)

心当の方は市の消防本部へ
・貸ボート一隻b拾得場所=下波
戸防波堤付近[>1¥06チドリと赤色
で書いてあります園小型木造船長
さ4m[>拾得場所=玖島崎海岸.
競艇払下け改装ランナーポート

b拾得場所=亀岳と箕島の司l問海
上[>燈色のペンキ塗 り
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こ
と
し
は
赤
十
字

ロM
d

運
動
が
始
ま
っ
て
百

1
吐

~
年
自
に
あ
た
り
ま
す

ペ
ア
)
れ
を
記
念
し
て
五

両
~
月
一

日
か
ら
三
十
一

日

…

日
ま
で
百
年
祭
の
赤

1
一
十
字
運
動
が
行
な
わ

，

月

一

れ
ま
す
。

戸
町
J

赤
十
字
運
動
は
戦
時

平
時
を
通
じ
、
な
や
み
苦
し

む
人
を
助
け
、
国
民
の
生
活

を
幸
福
に
し
、
真
の
平
和
を

赤
十
字
運
動
月
開
始
ま
る

赤
十
字
百
年
祭
記
念

美
し
い
心
と
力
を
あ
つ
め
皆
様
の
協
力
に

よ
り

「
全
戸
社
員
加
入
運
動
」
今
日展
開

実
現
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

の
事
業
を
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
疾
病
の
予
防
、
奉

仕
活
動
、
風
水
害
、
災
害
時

の
災
害
救
助
、
そ
し
て
北
鮮

帰
還
問
題
な
ど
国
際
的
危
面

で
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

ま
た
新
し
い
事
業
と
し
て
は

献
血
運
動
な
ど
が
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
左
大
切
な
運
動

を
し
て
い
る
亦
十
字
社
も
社

員
で
組
織
さ
れ
て
治
b
社
員

春の殉国慰霊祭
5月17日・三城忠霊塔で

明治維新以降の長崎県関係戦没諸英霊

を慰めるための慰霊祭が長崎県忠霊塔

〈三城)で5月11日午前10時40分より
行在われることに友りました。

この慰霊祭は例年10月に行なわれてい

ましたが、 今年はとくに 5月に行たわ

れます。ご遺族の皆様始め一般市の民

方々も多数参列して ください。

たおご遺族の方には遺族章を交付し

ますので、 5月B日より 16日までに福

祉事務所または各出張所で治受取り 下

さい。

(福祉事務所)

は
一
般
市
民
み
な
さ
ん
の
加

入
で
増
加
し
ま
す
。

赤
十
字
百
年
祭
を
念
記
す
る

「
総
て
の
世
帯
か
ら
少
友
く

も
一
人
は
社
員
に
」
と
い
う

赤
十
字
通
盟
の
決
議
勧
告
に

従
い
「
全
戸
社
員
加
入
運
動
」

に

一
層
の
ご
協
力
を
・お
願
い

し
ま
す
。

社
員
加
入
手
続

町
務
連
料
委
員

・
福
祉
事
務

所
・
市
民
課
(
本
庁
地
区
〉

各
出
張
所

へ
。

そ
の
他
の
方
は
賛
助
員
と
し

て
協
力
を
治
願
い
し
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

山
の
測
量
を
し
て
い
ま
す

黒
木
・
中
岳
・
五
ノ
郷

大
村
市
内
に
あ
る
固
有
株
と

隣
接
す
る
民
有
林
と
の
境
界

を
明
か

に
す
る
た
め
、
公
共

測
量
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
隣
接
民
有
地
に
立
入

農業構造改善意業部落説明会日程表

今村郷、潜陸郷

日泊郷、 蔦川内郷、祝崎郷

岩松郷、陰平郷

平小川郷

中里郷、大里郷

箕島、前舟津、 下久原

松尾、堆:也、城ノ尾、長岡

向木場、上久原、後木場、須田ノ木

徳泉川内、赤l在占

大佐ti、水計、 柴田、荒平、小佐古

坂口、池田

上諏訪、下諏訪

囲範集失
F 所

5，6 9，30今村公民棺
14，00 三浦農協支所
5，7 9，30岩松公民舘
14，00平 公民舘

5，8 9，30 中里公民館
11 14，00 前舟津公民舘

5，9 9，30椎池公民舘
14，00 後木場公民舘
5，10 9，30 徳泉川内公民舘
14，00 大村農協支所
5，13 9，30池田公民舘
14，00諏 訪公民舘

場

(男Ij表)

月日時間農
業
一
構
造
改
善
事
業
を
説
明

大
村
刷
で
は

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
農
業
構
造
改
善
事
業
を

実
施
す
る
計
画
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す。

こ
の
農
業
構
造
改
善
事
業
を
く
わ
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
大
村
市
農
協
と
共
催
で
別

表
の
と
お
り
部
落
毎
の
説
明
会
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
意
向
の
調
整
も
い
た
し
た

い
と
考
え
て
h

お
り
ま
す
の
で
多
数
ご
参
集
く
だ

さ
い

。

(

農

林

謀

)

り
境
界
線
付
近
で
測
量
の
障

害
と
在
る
草
木
類
を
最
少
限

度
に
伐
採
し
、
必
要
に
応
じ

境
界
線
の
新
設
、
増
設
、
改

設
、
補
修
を
行
な
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

実
施
期
間

昭
和
三
十
八
年

四
月
よ

p
八
月
ま
で
。

実
施
地
区
黒
木
郷
・
中
岳

郷
・
五
ノ
郷
(
農
綜
課
〉



予
算
(
日
生
来
し
た
杭
銑
は
除
、が

れ
ま
す
)
し
ま
ず
か

ら
、
前
納

は
才

一
期
に
す
る

の
が
も

っ
と

も
効
梨
的
で
す
。
釘
い
一
奨
金
は
納

税
す

る
こ
と
が
前
堤
と
在
、り
ま

す
の
で
税
金
か
ら
報
奨
金
分
を

差
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(
税
務
謀
)

市
税
を
納
期
前
に
納
め
る

と
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す

問
調
隔
週
o
S

L

一一
a
s
e

'tl¥ 
kムノ

受
げ
は
五
月

一
日
よ
り
'二
十

二
回
以
上
に
わ
け
て
納
め
る

日
ま
で
と
な
っ

て
い
交
す
の

市
税
で
、
ま
だ
納
期
の

こ
な
い

で
希
望
者
は
早
目

に
県
以
業
分
を
前
納
し
ま
す
と
、
す
戸
¥
そ

訓
練
へ
問

い
合
せ
の
上
べ
子
の
場
℃
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す

続
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

(
福
祉
事
務
所
)

締
十
日

-ノ
月
十
日

原
稿
の
送
り
先

長
崎
市
今
町
七
労
仇
基
準

局
内
長
崎
婦
人
少
年
室

な
沿
、
く
わ
し
く
は
教
育

委
員
会
へ
問

い
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

働
く
年
少
者
の

り

作
文
を
募
集

だ
さ
い
。

)

報
奨
金
は
前
納
額
の

百
分
の

一
に
納
期
前
の
月
数
を
か
け
て

、よ

労
伯
省
で

は
、
仇
く
年
少
者

の
橋
和
の
向
上
に
資
す
る
た
め

次
の
現
定
に
よ
っ
て
作
EX
を
募

集
し
て

い
ま
す
。

す
す
ん
で
応

募
し
て
く
だ
さ

い。

内
容

ω職
場
生
活
と
私
の一
歩

ω創
意
と
工
夫

ω余
暇
の
利
川

応
募
資
格

昭
和
二
十
年
四
月

一
日
以
降
に
生
れ
た
仇
く

年
少
者

原
稿
の
枚
数

回

百

字
詰
原
稿

川
紙
六
枚
以
内

大村市政だ

(
そ
の
時
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印
鑑
を
ご
持
参
く
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会
で
発
表
と
授
賞
を
行

い、

と
く
に
入
選

一
点
を
才
三
回

全
国
衛
生
教
育
ス
ラ
イ
ド

ヨ

シ
ク
ー
ル
に
出
品
す
る。

(
保
険
衛
生
課
)

、九三

年

る

〉

も

市

す

行

見

す

)

衛

生

教

育

の

ス
ラ
イ
ド

M
放

舟

1
一
附
で

般

午

が

数

ま

課

コ
ン
ク
ー
ル

叶

D

L
、

)

求

。

一

正

列

多

い

務

uuιr耳附
れ

問

。

Z
A弓
は
自
由
で
す
が
衛
生

町

山

も

一

一

関

特

町

村

も

欄

ω
サ

枕

ル

教

育

を

目一山
と
し
た
内
容
で

1
1
内

隊

大

同

民

同

阪

ん

も

定

民

日

あ

る
こ
と

名

義

変

更

は

期

間

中
に

抗
駅

F
空

て

1

副

部

さ

び

予

市

こ

②
自
作
で
あ
り
未
発
表
の
も
の

新
電
話
帳
を
供
覧

医

航

し

月

内

庁

両

な

よ

る

は

る

恒

却

隊

村

念

5
は

咋

は

み

は

れ

で

れ

③

白

目

黒

・

天
然
色
い
や
れ
で
も

こ一一校

大

記

は

合

川

自

の

に

わ

隊

さ

よ

ρ

航

竹

田

を

の

場

引

当

民

ぎ

た

部

学

.
l

④
所
要
時
間
は

二
十
分
以
内
。

形
状
、
意
ぼ
な
ど
の
改
善
や

申
込
方
法

新
規
の
考
案
を
す

る

場

合

の

ス

ラ

イ

ド

に

は
V
ナ
リ
オ
ま

経
費
。
例
え
ば
原
材
料
、

機

た

は

解
説
書
を
つ
け
る
こ
と

械
、
木
型
、
金
型
意
匠
の
購

申
込
締
切

昭
和
三
十
八
年
八
月
三
十
一

入
費
、
製
造
費
ま
た
は
、

改

日

修
費
な
ど
。

申
込
先

補
助
金
額

国
が
必
要
と
認

長

崎
市
外
浦
町
一二一二

め
た
経
費
の
二
分
の

一
以

内

長

崎
県
衛
生
部
医
務
訟

入

選

受

付

期

間

五

月
九
H
ま
で

村

選

一

点

申
請
の
要
領
に
つ
い
て
は

住
作

三
点
以
内

商
工
水
陸
課
に
問

い
合
せ
く
発
表
と
授
賞

だ
さ
い
。
(
商
工
水
産

課

)

矛

三
回
長
崎
山
川
公
衆
衛
生
大

(
教
育
委
員
会
)

技
能
検
定
試
験

が
あ
り
ま
す

本
年
度
前
期
の
一
級
と
二
級

の
技
能
検
定
試
験
(
機
械
、

仕
上
板
金
、
配
管
、
建
具
、

家
具
、
鋳
鉄
鋳
物
工
)
が
行

主
わ
れ
ま
す
。

昭和83年4月22日第三種町便物認可
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大
村
電
報
百
話
局
で
は

昭
和
=
一十
八
年
度
の
新

し
い
電
話
番
号
簿
(
十

月
一
日

発
行
予
定
〉
の

校
正
新
組
版
を
閲
覧
に

供
し
ま
す
ω

現
在
の
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
名
義
の
変
更
た
ど
の

希
望
が
あ
る
か
た
は
期
間
中

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

閲

覧

期

間

五

月

一
日
な
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で

閲
覧
場
所

大
村
電
報
電
話

局
窓
口

‘(
大
村
電
報
電
話回
品
)

5月1日----31日
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対 象 と 以 ー た輸交業品 警
書家 }C 中下千 め出付 者の県足
経 交 小 の万中品 しに 試 で巴l
費イ寸企会円小のま た 作は 品
さ 業社、企 試 すいを 輸 試
品れ協ま従業作。 し 行 出 作
費:る 同た業者をこ てな 向 に
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